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摺島黒における大望黒根露病の発生状況と被害器産

荒井義光・二瓶車登・遠藤あかり・越智 直1)

(福島県農業総合センター・ 1) 中央農業総合研究センター)

Damage and the Development of Soybean Black Root Rot in Fukushima Prefecture 

Yoshimitsu ARAI. Naoto NIHEI， Akari ENDOU， Sunao OCHI 

(FukushimαAgricultural Technology Centre，Koriyαmα 963-0531，J，αpακ 

11Mαtionαl Agricultural Reseαrch Center， Tsukubα305“8666，J，αpαの

大豆黒根縞病は，水自転換熔において多く発生がみ

られ，茎疫病，自絹病とともに最も被害が大きい立枯

性病害の一種である.2009:it三は，福島県内各地で大豆

黒根腐病の発生がみられたことから，地域別の発病度

および被害程毘を調査したので報告する.

材料および方法

本調査は， 2009年11月 6 日 ~16日に，当センタ一発

生予察諜の大豆定点調査ほ場等19地点色大豆黒根腐

病の被害基準(中央研-11[1川氏)により，発病指数(0 

~ 4)別に分類し発病度および被害程度を説査した

※発病指数:(0 :健全， 1:根量70%以上 2:根量

30~70% ， 3:根景30%以下，関根はある， 4:根(側

根)ほとんど無しゴボ、ウ根;1犬または枯死)

※発病茂口100X (n 1 + 2 n 2 + 3 n 3 + 4 n 4) /4 (n 0 

十 n1 + n 2 + n 3 + n 4) ， n O~ n 4はそれぞれの

発病軽度を示す株数

※被害程度:各ほ場から発病指数別に足分し

の生育および収量を調査した

結果および考察

(1) 大軍黛根腐病の地域別発病度

2009年は， 8月下旬頃から会津地域の大豆ほ場で葉

の黄化が見られ始め，大豆黒根勝病であることを確認

した 会津地域を中心にi県内19地点を調査した結果，

すべての識査ほ場で発病が確認された(第1関).栽培

品種は，会津若松市湊地底と諸苗代町長田地区がスズ

ユタカ，会津美里町八木沢地広がふくいぶき，猪苗i1-t
烏帽子地区があやこがねであり，その他の地区はタチ

ナガハであった.

発病度は， 10%以下が4地点， 1O~20%が 4 地点，

20~40%が 8 地点， 40%以上が3地点(会津美里町八

木沢地区，務菌代町烏帽子地区白河市表郷地虫)で

あり，発病を早くから確認したほ場での発病度が高

かった.また，地域別では，会津や中通りと比較して

浜通りで、の発病度がやや低かった

(2) 韓水量および降雨日数

大豆黒根腐病の発生は，高土壌水分によって助長さ

れ，生育前期にあたる 7月の降水量の多少も発病に大

きく影響すると報告されている 1) このため，アメダ

ス会津若松の 6 丹 ~8 月の i海水量および降水日数を第

2函に示した 2009年 7 月 ~8 月上旬の降水量は平年

より多く，降下m日が述続しており，高土壌水分が長期
間持続したことが発病度の進震に影響したと考えられ

る.

(3) 発病指数と成熟期の生育および校量

各発病指数の調査株が得られた地点の生育および収

を第1表に示した各調査地誌とも主茎長や主茎節

数および、分校数に大差は見られなかった. しかし発

病指数が高まるにつれて稔実英数や百粒霊が減少し

会津若松市湊地区や郡山市喜久間地区では結子実震が

しく減収することが示された

白河市表郷地毘は，他の2地区と比較して稔実英数

や百粒重の減少割合が抵かった これは，発病時期が

比較的遅かったために主主熟が進んだためと考えられ

る.

(ヰ) 発病度と減収率

今罷の調査では，発病度と減収率の関係が明確に示

せなかった これは，発病度がほ場内で発病にばらつ

きがみられる場合に誤差が大きくなることや，減収率

が発病時期の卒晩により影響を受けるためと考えられ

る

引用文献

1)五味11住孝・根本正康 1986.大豆黒根閥病の発病

と土壌水分の関係について.東北農業期究 39: 155 
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第 l表

主茎発病
指数

調査返区
品彊
発病度

市

カ

松

タ

若
湊
ユ
幻

津

ズ

ム

ロ

ス

白河市
表郷
タチナガハ
55 

郡山市
喜久間

タチナガハ
14 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

